
「観光資源としての建築の可能性」～JGA の一級建築士３名が建設通信新聞で語る！～ 

（一社）日本観光通訳協会 JGA 

この度、当協会正会員で一級建築士である３名様が、建設通信新聞に特集記事「観

光資源としての建築の可能性 上・中・下」と題し、３回連続の特集記事として大き

く掲載されました。同新聞社のご許可を得てご紹介致します。 

日本建築は「観光のまなざし」との観点から、観光資源として大きな可能性を持ち、

その特質をストーリーにして語る事で日常と異なる景色と文化の魅力を紹介する 3 氏

の 1 級建築士と全国通訳案内士としての経験満載の魅力ある記事です。 

事務局にも掲示してあります。 

 

 

≪掲載先≫ 建設通信新聞  

 

▶第一部 2020 年 2 月 26 日（水）付  

 枝川氏インタビューで、観光学の名著“The Tourist Gaze(観光のまなざし)”から発して、海外から来られる観光客の「日常からの脱却」の手

段、対象として、文化性の異なる日本の建築が如何に有用かという同氏の持論から始まりました。 

 

▶第二部 2020 年 3 月 04 日（水）付  

建築のプロでありガイドである溝口氏、鈴木氏のインタビュー。実際の建築ガイドにおける様々な経験を通して、観光と建築の結びつきに 

ついて語りました。 

 

▶第三部 2020 年 3 月 11 日（水）付  

  「観光資源の発掘と磨き上げ」に取り組む観光庁観光資源課に、文化財、古民家、城郭等の建築物を活用した取り組みを中心に、現状と今

後の展開についてインタビューされました。 

≪登場者≫ 

 

枝川裕一郎 氏（正会員・東京・英）一級建築士 

溝口 義博 氏（正会員・千葉・英）一級建築士 

鈴木 孝志 氏（正会員・埼玉・英）一級建築士 

 







 


